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四肢関節拘縮の緩和
疼痛の緩和

関
節
の
動
き
を
ゆ
っ
く
り
取
り
戻
す
。

Ｗ様は、施術開始当初、手足すべてが拘縮

している状況で、まったくご自身で手足を動

かすことができませんでした。これは廃用症

候群といい、寝たきりの状態が長く続いていた

ために関節の動きが悪くなり、動かそうとす

ると痛みがひどく出ることが主な原因でした。

施術は拘縮している手足を少しずつ運動法で

広げながら屈伸するなどし、疼痛を緩和し

ながら拘縮の緩和に取り組んでいきました。

効果はまず腕に現れました。疼痛はほぼ無く

なり、自力で動かなかった関節が、自分の力

で動くようになってきました。動けるように

なったことで、胃に入った管を外してしまうア

クシデントもありましたが、今はそうしたこと

もなくなり、寝たきりの状態ではありますが、

脚も次第に自力での運動がわずかにできるよ

うになってきています。
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手
足
の
拘
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が
大
幅
緩
和
。
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一
年
を
超
え
る
取
り
組
み
が
目
に
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え
る
成
果
に
。

今回のケースは、移動や食事、更衣など手足を使った運動が自力では全くできず

軽度の認知症も加わって重度な介護が必要だったＷ様が驚異的な回復を見せた改

善事例です。当然のことながらご家族の介護負担もきわめて高いものでしたが、週

２回の施術を一年以上続けてきたことで、腕は自力で動かすことが可能になり、脚

も回復の反応が見えるようになりました。ご家族も驚く回復の過程に焦点をあて

ました。
予
想
以
上
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介
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れ
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手の自力運動ができるようになったこ
とで、特に更衣をするときなど介護負

担が大幅に軽減しました。負担が増え
なければとのご要望でしたが逆に軽減

できるようになったことでご家族も驚
いておられます。認知症の状況も踏ま

えつつ、現状維持・向上のためにこれか
らもベストを尽くします。■これからも関係者様と連携し、ご本人、ご家族様が快適に過ごされるよう施術に励みます！

ごごごご利用者情報利用者情報利用者情報利用者情報ＷＷＷＷ様様様様（（（（80808080歳歳歳歳・・・・女性女性女性女性））））
傷病名傷病名傷病名傷病名：：：：廃用症候群廃用症候群廃用症候群廃用症候群、、、、認知症認知症認知症認知症

嚥下障害嚥下障害嚥下障害嚥下障害、、、、肺結核肺結核肺結核肺結核
家族家族家族家族のののの介護負担介護負担介護負担介護負担をををを、、、、これこれこれこれ以上以上以上以上

増増増増やしたくないやしたくないやしたくないやしたくない。。。。
Ｗ様の介護を担っておられる娘さ

んからは、家族の介護の負担をこれ
以上悪化させたくないという要望

がありました。そのためのポイント
として挙げられたのは、四肢と体幹

部の関節拘縮を緩和することと、
四肢の疼痛を緩和することで、その

２点を集中目標とし、施術を開始
することになりました。
ご利用者からのニーズ

脚もわずかながら自力運動が可能に。引き続き拘縮緩和に取り組みます。 腕は自動運動が可能になり、介護の手助けになりました。ご家族も喜ばれて何よりです。上肢上肢上肢上肢・・・・下肢下肢下肢下肢ともにともにともにともに疼痛疼痛疼痛疼痛とととと拘縮拘縮拘縮拘縮がががが
ありありありあり、、、、自動運動自動運動自動運動自動運動がががが全全全全くできないくできないくできないくできない状況状況状況状況

でしたでしたでしたでした。。。。股関節股関節股関節股関節のののの変形変形変形変形（（（（外旋位外旋位外旋位外旋位））））もみもみもみもみられましたられましたられましたられました。。。。またまたまたまた軽度軽度軽度軽度のののの認知症認知症認知症認知症、、、、ささささらにらにらにらに嚥下障嚥下障嚥下障嚥下障害害害害がありまがありまがありまがありましたしたしたした。。。。

少しずつの歩みで
はありますが、現

状維持と脚の疼痛
緩和を目標にこれ

からも取り組んで
いきます。

【治療内容】施術の最初は関節の可動域の向上
を目指した手足と体幹部の関節運動

法、及び屈伸など各関節の可動方向
への運動からスタートしました。

次第に自力で動かせるようになって
くるにつれ、他動運動を自動介助運

動に切り替えるようにしました。
現在では、現状の可動域を維持す

るようにするとともに、手足の屈曲
運動を自力でできるように施術を実

施しています。また、手足だけではな
く首の疼痛対策も実施しています。
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四肢拘縮部の維持・向上
下肢の疼痛緩和
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